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体験交流セミナーを開催しました

三重県科学技術振興センターでは、県民の皆様に向け様々な形での情報提供を行って
います。今年度、水産研究部は、研究員との交流やミニ実験をとおして、科学をわかり
やすく理解していただくためのセミナーに参画しました。

１．～里山と里海～伊勢平野の河川と伊勢湾の生物達
平成１７年１１月１８日に、三重県生涯学習センターとの共催により、「～里山と里海

～伊勢平野の河川と伊勢湾の生物達」というテーマで、「まなびぃすとセミナー」を開催
しました。鈴鹿水産研究室の藤田弘一室長をはじめ、研究員が伊勢湾の環境や、そこに
すむ生物たち、代表的な漁業について、研究の成果をとりいれながらわかりやすく紹介
するとともに、生物の標本や水槽展示、調査機器や研究成果の展示を合わせて行い、聴
講に訪れた方々が研究員と交流しながら学んでいただける場を提供しました。

２．なるほど・なっとくセミナー「アサリが水をきれいにする」
  平成１７年１２月３日に松阪庁舎で開催された、科学技術振興センターテクノカレッジ・
第１０回なるほど・なっとくセミナーに参画し、鈴鹿水産研究室の水野知巳主任研究員が、
「アサリ」をテーマとした講演を行いました。伊勢湾の代表的な水産資源であるアサリの
生態や漁業の実態に関する紹介のほか、アサリがもっている「水をきれいにする」とい
う能力を、実際にアサリを使ったミニ実験により確認してもらいました。また、アサリ
の天敵であるサキグロタマツメタガイなど外来生物の標本等を展示し、聴講者の質問に
も直接答えながら、アサリが食用だけでなく環境にやさしい生物であること、その生息
環境が脅かされていることなど、様々な側面を学んでいただきました。

展示物を前にした研究者との交流会
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高品質な「三重の真珠」をつくるための取り組み
～アコヤ貝の生産・品種改良の新技術～

                                           水産資源育成グループ 青木秀夫

三重県を代表する特産品の一つである真珠の養殖は一世紀を越える歴史を持ち、現在で
も英虞湾・五ヶ所湾を中心とした伊勢志摩地域の地場産業となっています。毎年春先には
各地で真珠をつくるための「アコヤ貝への挿核手術」が、また１２月を中心として「浜上
げ」と呼ばれる真珠の収穫作業が行われ、この地域の風物詩となっています。
真珠をつくる技術はすでに完成しており、現在でも基本的には昔と変わらない方法で養殖
が行われているものの、真珠の品質を表す形、色、巻き、テリ等の全ての面で優れた、い
わゆる「花珠」を安定して生産することは容易ではありません。「浜上げ」された真珠には、
変形したもの、巻きの薄いもの、テリのないもの等の商品価値の劣る真珠が多く含まれま
す（写真１）。

三重ブランドにも認定されている伊勢志摩産の真珠。美しい「三重の真珠」を安定して
つくりだすための研究は、三重県として不可欠な取り組みです。特に最近では、閉殻筋（貝
柱）の赤変化を特徴とする病気（赤変病といいます）による被害の発生と、その対策とし
て日本産の貝と外国産の貝を交配して生産した「交雑貝」の使用が拡大しており、真珠養
殖を取り巻く環境は従来とは異なりつつあります。こうした状況の変化にともなって、病
気の対策や交雑貝の特徴の把握といった新しい課題への対応が必要となっています。
水産研究部ではこれまでに進めてきたアコヤ貝の品種改良技術や生理状態の検査手法を駆
使して、これらの課題に対応する研究に取り組んでいますので、本稿ではその概要につい
てご紹介いたします。

（左）浜上げされた真珠から商品となるものを選別した。それでも、品質には大きな違いがある。
（右）様々な品質の真珠。①巻きが厚くテリの良い高品質な真珠、②黄色い真珠、③真珠層の内部

に有機物の層を含んで青色に見える真珠、④巻きの薄い真珠、⑤内部に異物等を含んで変形
した真珠。
②～④は低品質な真珠として扱われる。⑤は商品価値がない。

写真１

① ② ③ ④ ⑤
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今後、これらのデータをさらに蓄積して交雑貝の特徴に応じた養殖技術や真珠品質に
ついて検討していく計画です。

新たな取り組み
現在水産研究部では、液体窒素を用いたアコヤ貝の超低温（― 196℃）での凍結保存技

術の開発に三重大学、近畿大学、県栽培漁業センターと共同で取り組んでいます。これ
はアコヤ貝をまるごと凍結するのではなく、精子や卵、幼生、外套膜組織を対象として
います。液体窒素による凍結保存は、細胞を半永久的に生かしたままで保存することが
可能となる特徴があり、最も信頼できる長期保存法の一つとされています。
凍結保存技術自体は動物、植物、微生物の分野ですでに数多くの研究例や実用例があ

ります（魚類分野の研究は多い）。アコヤ貝での技術開発を果たすことにより、優良な性
質を持つ貝の系統（＝子孫）を保存し、優良な種苗を安定して生産できる可能性が開け
ます（写真２）。

冒頭にも述べたとおり、真珠養殖業界では「真珠をつくる技術」はわかっているものの、
「花珠を確実につくる技術」はありません。アコヤ貝の品種改良や凍結保存の技術は一朝
一夕に開発できるものではありませんが、水産研究部では花珠の生産に近づけるよう「真
珠の高品質化」、　「商品価値のない真珠をつくらない」技術開発に向けて、真珠養殖業者
の方々とともに今後も様々な研究を続けていきます。

写真２ 凍結保存のための液体窒素を収容する専用の容器
現在この中にアコヤ貝の精子を保存中。
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硝酸カルシウムは、写真のとおり白色透
明な結晶の物質です。主に、肥料や工業用
の添加剤として用いられています。
実験は、アクリル管に英虞湾で採取した
底泥と海水を入れて、硝酸カルシウムを異
なる濃度に投入して行いました。

最後に
一旦、海に溜まったヘドロはなかなか分解されず、海の多くの生物にへい死等の悪影

響をもたらしています。環境の浄化には長い年月と、そしてたくさんの労力や経費が必
要です。何よりも重要なのは、私たち一人一人が、常日頃から環境への意識をもち、家
庭から出る生ゴミ、米のとぎ汁、油、洗剤など汚染の原因となる有機物を、できるだけ
海に流さないなど、身近にできる取り組みを実践していくことです。これを機会に、海
にやさしい事を考え、実行してみませんか？

＊左から、①対照区（硝酸カルシウム無し）、 ②硝酸カルシウム 236 ｇ／㎡投入区
③硝酸カルシウム 708g ／㎡投入区、④硝酸カルシウム 1,180g ／㎡投入区

写真を見比べると、対照区はそのままで、硝酸カルシウムを多く入れた区ほど、底泥の
表面が黒色から黄土色に変化（赤枠の部分）した割合が多いことがわかります。

写真 硝酸カルシウム（４水物）
分子式＝Ｃａ（ＮＯ３）２・４Ｈ２Ｏ
分子量＝ 236.15

実験の様子

実験開始時 63日経過後（赤枠の部分が黄土色に変化）

① ② ③ ④
① ② ③ ④




